
●

し教育内容の充実を図ることが重要であり、博物館、青少年教育施設等の充実、地域

の工場や研究所の見学の促進などが必要であ争。

また、子どもに多種多様な体験をさせ、生命や自然への畏敬などの情操を養い、心

身の健康を育むことなどが必要である。このためには、地域の特性を生かした、農家・

農村での農業体験等都市と農山漁村との交流、自然体醜、ボランティア活動、コミュ

ニティ活動、サヤクル活動、伝統的な遊びやスポーツ・、文化活動などの場の設定、情

報の提供、地域の高齢者を教育に活用する仕組みの整備、体験学割こ関する指導者の

一層の育成・活用などについての支援がさらに必要である。

（5）地方経済・社会を組う人材の育成

現在、地方圏においては、国際化の進展、地方分権・分散の推進、交通網の整除

情報通信碁盤の高度化等に伴い、将来の発展の基盤が多方面において生じつつある。

今後、これらの情勢変化に積極的に対応することにより、企画・研究・開発などの創

造的で高度な専門性を要する業務の集積や地域に堰ざした先進的農業の振興などが可

能となると考えられる。この可能性を生かしていくためには技術・技能・経営感覚を

待った人材はもとよりであるが、特に地域経営の意欲と能力を持って地方経済社会を

リードし、中心となるべき人材が求められる。

地域において、人材を育成し、かつ、＿高度な専門性や技術の向上を図っていくため

には、大学、専修学校、職業能力開発施設等地方学習拠点、研究開発拠点の充実等を

図るとともに、大学、研究機関との連携が重要であり、これらを支援していく体制を

整備することが必要である。

また、国民の価値観が変化し、ゆとりとうるおいのある生活に対するニーズカモ高ま

りつつあるなかで、有機的なコミュニティや職住近接等を有する地方生活が注目され

てきている。この機会をとらえ、地方定住志向を定着させるためにも、コミュニティ

に愛着を持ち、指導力を発揮している人材の様々な活動の支援やその活動を広くPR

するなどの支援を行うことが必要である。
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（参考資料）

次代を扱う人材小委員会報告のポイント

経　 済　 の　 変　 化　 r

問

題

・・産 業 ・有 用 め 空 洞化 の 懸 念

・国 療 競 争 の激 化

・枝 癖 の立 ち遅 れ

課

・鹿 制 緩和 ．

，・・日本 的雇 用 慣 行 の修 正

題 ・先 鳴 研 究 ・1技 術 の必 要 、

・地 域 経済 の活 性 化 －

家 庭 ・一坤 城 ・社 会 の 変化

甲

・少 子 ・高 齢 化　　　 ・い じめ 問題

・核 家 族催　　　　 ・グ ロ「 パ ル化 ．‾

題 ・学 歴社 会 の 弊専　　 ・高 度 情報 通 信 社 会 の 到来

・人 の 結び つ きの希 薄 化

課

題

・コ ミュニ テ ィの草 原

・モ ラ ル ・∴マ ナ ー の向上

埠　 力　 闘 ∴ 花　 撃 ！密 ∴ 会 ＿＿の 一　時　 菜

（能力が発見：開発、発揮∴評価される社会の賠集）

・生硬学習輝会の提供 ・自己啓発への支援 ・能力の有効な発揮、適畢な評価？確保

・学校、家庭 ・地域、職場等の連携

教　 育　 改 ‾！事

（学校教育の役割）

〇一暦の拡充か必要な施策

・少子化への対応 一一

（教育費負担の軽減など）

・自立性、一個性を重視した教育

・知的創造的技術系人材の育

成 ・・確嘩

（大学の教育研究環境の整備充寒）

・国際化への対応

・情報化への対応

○目標を搾って取 り組むべきもの

・教員のコンピュータ研修 、
・教育用コノビサー・タの設置

柔軟 な醜力開発∴

′’（職業能力町発の推進）

○一層の拡充か必要な施策 ．

⊥自己啓発の桟今の確保猥び費・囲め

助成－

・虚業構造教化等に伴う労働移動へ

の対応

・ホワイ トカラー労働者の能力開発

・高付加価値化や新規分野開拓を担

．う人材育成

・女性 ・畠鈴音等の能力開発支援

○今後検討すべき沫感

・職秦能力評価制度の充実

・労働移動に関して非中立的．な制度の見直し

・ホワイトカラー労働者のキャリア形成

システムの確立
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r意 ‾瀧 ・改　 革 ・r

（家庭・地域社食の役割），

〇一滴の拡充か必要な施策

・ニ革庵ぺの教育・情奴の捜隊

・父親の家産療育ぺゐ参加　－

　 軍枚過5＿自制を‾さらに拡 ・

大要今後あ在り方め検討

労働時間の甥鰯「

長時間通勤の是正

・幅広い体現め場等の設定、、‾

　 指導者の黍成・活用＿

○方向性を明確にすべきもの：．

・地方経済・薗会を担う人材

の育成こ・




